
































バカロレアの外国語科目は第一外国語（Langue vivante 1、以下 LV1）と第二外国語（Langue
vivante 2、以下 LV2）が必須受験科目であり、日本語を含む外国語２２言語およびバスク語やブ
ルトン語などのフランス地域語８言語の中から受験する言語を選択できる。また選択受験科目
である第三外国語（Langue vivante 3 、以下 LV3）は、外国語４６言語および地域語１１言語の中
から選択することができる。
それぞれの試験で求められるレベルは 6 ème（中学１年）から７年間学習される LV1が CEFR
の B2レベル、４ème（中学３年）から５年間学習される LV2が B1レベル、2nde（高校１年）
から３年間学習される LV3が A2レベルである。
また各外国語の学習指導要領として国民教育省（１）が公開した「Palier 1」と「Palier 2」が存
在する。「Palier」とは「段階」を意味し、「Palier 1」には CEFRの A2レベルを目標とした
学習項目が、「Palier 2」には A2−B1レベルの学習項目が掲載されている。主に「Palier 1」
は中学校の１、２年次、「Palier 2」は３、４年次に使用されるが、4ème（中学３年）から学習
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バカロレア受験準備としては「Mythes et héros（神話とヒーロー）」、「Lieux et formes du pouvoir
（権力に関する場所と形態）」の２つのテーマ（Notions）を生徒たち自身が選択した。「Mythes











































































































（１）参考文献の出典ではMinistère de l’éducation nationaleと表記する。




（５）中学生用プログラムとして“Les horaires par cycle au collège”、高校１年生用プログラムとして“Les
enseignements de la classe de seconde”、高校２・３年生用プログラムとして“Grilles horaires du cycle terminal
de la voie générale : séries ES, L et S”を参照した。
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